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中
国
で
は
去
る
八
月
一

日
の
建
軍
節
に、

元
人
民
解

放
軍
総
参
謀
長
の
羅
瑞
卿
が
復
活
し
て
注
目
を
浴
び

た。

経
瑞
卿
は
か
つ
て
文
化
大
革
命
初
期
に
、

中
国
の

公
式
論
調
に
、お
い
て
も
激
し
く
非
難
さ
れ
て
失
脚
し
た

軍
最
高
首
脳
で
あ
る
が、

い
わ
ゆ
る
林
彪
・

羅
瑞
卿
論

争
を
知
る
者
に
と
っ
て
は、

林
彪
が
最
大
の
逆
賊
と
し

て
葬
ら
れ
た
今
日、

そ
の
復
権
は
い
わ
ば
当
然
の
こ
と

と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
よ
う。

文
革
直
前
の
一

九
六
五
年
五
月、

羅
瑞
卿
総
参
謀
長

は
「
ド
イ
ツ
・
フ
ァ
シ
ス
ト
に
た
い
す
る
勝
利
を
記
念

－
外
交
時
評

中
国
内
政
の
不
協
和
音

中
嶋
嶺
雄（東京外国語大学助教授）

し、

ア
メ
ny
カ・
帝
国
主
義
と
最
後
ま
で
た
た
か
い
ぬ
と

う
」

と
題
す
る
論
文
（『
紅
旗』
一

九
六
五
年
第
五
号）

で
対
独
戦
勝
利
の
教
訓
を
強
調
し、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に

見
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
脅
威
に
た
い
し
て
は

ソ
連
を
含
む
広
範
な
国
際
統
一

戦
線
を
形
成
し、

「
制

極
的
防
禦
の
戦
略」

を
と
る
べ
き
だ
と
主
践
し
た。

と
れ
に
た
い
し
て、

当
時
の
林
彪
国
防
部
長
は
、

有

名
な
「
人
民
戦
争
の
勝
利
万
歳」

と
題
す
る
論
文
を
同

年
九
月
に
発
表
し
（『
人
民
日
報』
一

九
六
五
年
九
月
三

日）
、

毛
以
来
軍
事
思
想
を
前
面
に
押
し
出
し
て、
「
世

界
の
農
村」

か
ら
「
世
界
の
都
市」

を
包
囲
す
る
「
攻

勢
的
包
囲
の
戦
略
」

を
主
張
し、

ソ
連
と
の
統
一

戦
線

を
拒
否
す
る
毛
沢
東
戦
略
に
よ
っ
て
、

明
ら
か
に
羅
瑞

卿
を
批
判
し
た
の
で
あ
っ
た。

ζ
の
論
争
は
文
化
大
革

命
に
お
い
て
羅
瑞
卿
の
失
脚
を
も
た
ら
し、

彼
は
「
彰

徳
憤
分
子」

と
し
て
激
し
く
ヤ
9
玉
κ
あ
げ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

と
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
だ
け
に
、

林
彪
異
変
を

経
た
ム「
目、

多
く
の
旧
幹
部
が
復
活
す
る
な
か
で
羅
瑞

蜘
の
復
活
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が、

八
月
十

日
北
京
発
の
ロ
イ
タ
ー
屯
は、

杭
州
で
の
最
近
の
混
乱

事
件
に
軍
が
介
入
し
た
ζ
と
を
伝
え、

同
じ
日
の
A
F

P
電
が
伝
え
る
と
ζ
ろ
に
よ
る
と、

北
京
で
は
最
近、

在
北
京
外
国
公
館
に
あ
て
て
急
進
派
の
も
の
と
思
わ
れ

る
文
書
が
配
ら
れ、

部
小
平
・

副
総
理
ら
復
活
幹
部
を

批
判
し、

江
育
夫
人
を
擁
護
す
る
趣
旨
が
配
さ
れ
て
い

た
と
い
う。

ζ
の
文
識
は、

伝
え
ら
れ
る
か
ぎ
り
で
み

る
と
、

文
革
グ
ル
ー
プ
な
い
し
は
急
進
派
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
が、

ζ
の
文
書
の
配
布
に
い
か
な
る
意
図

や
経
緯
が
あ
る
に
せ
よ、

北
京
の
中
枢
に
依
然
と
し
て

「
潮
流」

と
「
反
潮
流」

の
角
逐
が
あ
る
と
と
を
十
分

に
物
語
っ
て
い
る。

い
う
ま
で
も
な
く
「
潮
流」

と
は

内
政
的
に
は
脱
文
革、

旧
幹
部
の
復
楠
を
は
か
り、

対

外
的
に
は
「
革
命
外
交」

か
ら
「
国
家
外
交」
へ
の
転

換
を
は
か
ろ
う
と
す
る
実
務
派
グ
ル
ー
プ、

な
い
し
は

行
政
官
僚
屑
で
あ
り、

と
れ
に
た
い
し
て
「
反
潮
流」

を
鼓
吹
し
た
の
は、

た
と
え
ば
十
全
大
会
（
一
九
七
三

年
八
月）

の
状
況
を
見
る
か
ぎ
り、

江
背、

王
洪
文、

挑
文
元
ら
急
進
派
の
党
幹
部
・
イ
デ
オ
ロ
1
グ
で
あ
っ

た。

と
の
よ
う
に
見
て

く
る
と
「
潮
流」

と
「
反
潮

流」

の
角
逐
は、

行
政
官
僚
と
党
官
僚
と
の
角
逐
と
も

見
え
て
く
る
が、

去
る
一

月
の
第
四
期
全
国
人
民
代
表

大
会
で
は、

十
金
大
会
で
鼓
吹
さ
れ
た
「
反
潮
流」

の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
完
全
に
消
滅
し、

毛
・
周
以
後
の
時
代

へ
の
転
換
期
に
お
け
る
政
治
休
戦
が
宙
定
的
に
実
現
し

た
か
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た。

し
か
し、

全
国
人
民
代
表
大
会
直
後
に
は、

銚
文

元、

張
春
橋
が
相
次
い
で
重
要
論
文
を
発
表
し、

次
い

で
去
る
三
月
に
は
江
背
夫
人
が
北
京
で
中
国
の
領
事
級

以
上
の
外
交
幹
部
を
集
め
て
外
交
問
題
で
の
講
話
を
お

ζ
な
い
、

周
思
米
総
理
の
お
株
を
怒
う
ば
か
り
の
制
極

性
を
示
す
な
ど、

北
京
の
政
治
的
ふ
ん
囲
気
は
依
然
と

し
て
熱
っ
ぽ
か
っ
た
の
で
あ
る。

ア
ジ
ア
の
新
し
い
冷
戦
と
も
い
わ
れ
る
中
ソ
対
立
が

激
化
し
つ
つ
あ
る
と
き
だ
け
に、

小
園
内
政
に
う
か
が

え
る
不
協
和
音
が
今
後
ど
の
よ
う
に
増
幅
す
る
の
か、

そ
れ
と
も、

毛
・
周
以
後
の
時
代
へ
の
移
行
期
が
も
た

ら
す
政
治
的
要
請
に
よ
っ
て
、

と
の
ま
ま
沈
静
化
す
る

の
か
ど
う
か、

大
い
に
注
目
す
べ
き
と
ζ

ろ
で
あ
ろ

ay。
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外交時評　中国内政の不協和音　時事解説-1975.08.19


